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～子どものこころのケアについて～

　お子さんのことでご心配なことはありませんか？

　子どもたちは，一見明るくふるまっていても，小さなこころを痛めていることが多いのです。


　お子さんが次のような状態になり，それがいつまでも続く，またはだんだんひどくなる場合は，ためらわずご相談ください。専門家が相談に応じます。




○子どもに安心感を与えるように努力する。


ことばだけではなく抱きしめたりするのもよい。


○子どもが悲しみや恐怖の感情を話すようなら，十分に聞いてあげる。恐怖の体験を思い出してパニックになっているようなら，災害時と今は違うということを，こどもが理解できるように時間をかけて話す。


○子どもを一人ぼっちにしない。


○他の子どもとよく遊ばせる。


○年齢によっては，手伝えることがあれば手伝いをさせ，自分が役に立つ存在として実感させる。





○突然不安になったり，興奮する。


○突然現実にないようなことを言い出す。


○必要以上におびえたり，敏感すぎる。


○落ち着きがなくなったり，集中力がなくなる。


○感情の動きが少なく，ボーッとしている。


○ひきこもって周りの人とかかわりがなくなる。


○眠らない。


○くり返し怖い夢を見る。


○著しい赤ちゃんがえりがある。


○自分が悪いからこんなことになったなど，あれこれ心配しすぎる。


○頭痛，腹痛，吐き気，めまい，頻尿，夜尿などのからだの症状や身体の一部が動かなくなったり，意識がなくなり倒れるなどの症状がある。














相談・お問い合せ先


　  広島県○○保健所　○○課　TEL  


　　　 　 ○○市・町　○○課  TEL 











